
小
島
道
裕

研
究
の
概
要

１
．
研
究
の
目
的

　

本
巻
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
総

合
的
研
究
」（
二
〇
〇
九
年
度
〜
二
〇
一
一
年
度
）
の
成
果
報
告
で
あ
る*

。
初
め 

に
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
（
以
下
「
歴
博
甲
本
」）
は
、
現
存
最
古
の
洛
中
洛

外
図
屏
風
と
し
て
著
名
な
、
館
の
代
表
的
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
洛

中
洛
外
図
屏
風
研
究
は
上
杉
本
に
偏
っ
て
い
た
た
め
、
歴
博
甲
本
独
自
の
研
究
は
必

ず
し
も
盛
ん
で
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
開
催
し
た
企
画
展
示
「
西
の
み
や
こ 

東
の
み
や
こ
―
描
か
れ
た
中
・
近
世
都
市
―
」
を
契
機
と
し
た
館
内
の
研
究
か
ら
、

発
注
者
、
作
者
、
制
作
目
的
、
制
作
時
期
な
ど
の
基
本
的
な
成
立
事
情
に
つ
い
て
仮

説
を
提
示
す
る
に
至
り
、
描
か
れ
た
人
物
や
事
物
の
解
釈
も
進
ん
で
き
た
。

　

洛
中
洛
外
図
屏
風
は
歴
史
資
料
と
し
て
も
大
き
な
価
値
を
持
つ
た
め
、
そ
の
研
究

の
進
展
は
、
美
術
史
の
み
な
ら
ず
、
政
治
史
、
社
会
史
な
ど
多
く
の
分
野
に
影
響
を

お
よ
ぼ
し
、
新
た
な
課
題
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

機
会
に
各
分
野
の
研
究
者
の
参
加
を
求
め
、
共
同
研
究
と
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と

で
、
成
果
を
学
界
共
有
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

ま
た
、
歴
博
甲
本
は
一
部
に
大
き
な
欠
失
部
分
が
あ
り
、
全
体
的
に
も
画
面
の
破

損
・
汚
損
が
か
な
り
あ
る
た
め
、
本
来
の
画
像
を
復
元
し
た
複
製
を
制
作
す
る
こ
と

が
以
前
か
ら
館
内
で
検
討
さ
れ
、
館
外
で
も
欠
失
部
分
復
元
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
図
像
研
究
の
水
準
が
上
が
り
、
ま
た
今
日
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
用
い
る
こ
と
で
、
蓋
然
性
の
高
い
復
元
を
行
う
条
件
が
整
っ
て
き
た
。

　

復
元
と
い
う
共
通
の
目
標
を
掲
げ
て
図
像
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
各
分
野
か
ら
の

研
究
を
、
焦
点
を
合
わ
せ
て
進
展
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
、
ま
た
絵
画
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
復
元
し
て
い
く
か
と
い
う
作
業
自
体
も
、
す

ぐ
れ
て
研
究
的
な
営
為
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
成
果
と
し
て
制
作
さ
れ
た
復
元
画
像
は
、
展
示
や
教
育
普
及
活
動
の
素

材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
活
用
方
法
の
研
究
も
ま 

た
、
こ
れ
ま
で
当
館
で
行
わ
れ
て
き
た
博
物
館
学
的
研
究
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て

重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
研
究
は
洛
中
洛
外
図
研
究
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、
共
有
化
す
る

と
共
に
、
復
元
複
製
に
つ
い
て
も
研
究
実
績
を
積
み
、
ま
た
そ
の
成
果
を
用
い
て
、

博
物
館
活
動
の
充
実
化
に
も
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

*
共
同
研
究
と
同
じ
期
間
、
科
学
研
究
費
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
総
合

的
研
究
」（
基
盤
研
究
B21320128

）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
資
金
に

よ
っ
て
復
元
複
製
の
全
体
的
な
制
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
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２
．
研
究
会
と
作
業
の
記
録
、
お
よ
び
研
究
組
織

第
１
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
五
月
一
六
日
（
土
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室

研
究
課
題
と
研
究
計
画
に
つ
い
て
協
議

　

①
描
か
れ
た
内
容
と
背
景
に
関
わ
る
課
題

　

②
復
元
と
複
製
制
作
に
関
わ
る
課
題

　

③
活
用
に
関
わ
る
課
題

研
究
発
表
・
討
論

　

岩
永
て
る
み
「
歴
博
甲
本
欠
失
部
分
（
右
隻
第
二
扇
）
の
再
現
に
つ
い
て
」

複
製
制
作
の
方
法
に
つ
い
て
協
議

第
２
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
九
月
一
〇
日
（
木
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 
第
二
修
復
室
・
第
二
研
修
室

「
歴
博
甲
本
」
原
本
熟
覧
（
色
校
正
作
業
の
監
修
を
兼
ね
る
）

研
究
発
表

　

鋤
柄
俊
夫
「
都
市
空
間
と
し
て
見
た
時
の
上
杉
本
と
歴
博
甲
本
の
比
較
」

作
業
の
報
告
と
検
討

　

① 

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
作
成
（
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
）

　

② 

現
状
複
製
の
作
業
（
色
校
正
の
現
状
）

　

③ 

復
元
複
製
に
向
け
て

　
　
・
地
色
に
つ
い
て
（
金
泥
の
事
例
）

　
　
・
顔
料
分
析
の
方
法
と
必
要
性
（
科
学
分
析
、
分
光
測
定
）

　
　
・
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
（
服
飾
の
表
記
な
ど
）

再
現
画
撮
影　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
（
金
）　

 

　
　

東
京
芸
術
大
学
美
術
館

岩
永
て
る
み
氏
に
よ
る
「
歴
博
甲
本
」
右
隻
第
二
扇
再
現
画
の
原
本
欠
失
部
分
を
撮
影
。

第
３
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
三
月
四
日
（
木
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室

作
業
の
報
告
と
検
討

現
状
複
製
の
検
証

　

①
完
成
し
た
現
状
複
製
屏
風
の
閲
覧

　

②
高
解
像
度
デ
ー
タ
「
画
面
閲
覧
版
」
に
つ
い
て

復
元
複
製
に
向
け
て

　

①
欠
損
部
分
の
検
討
（
右
隻
第
二
扇
下
部
の
再
現
状
況
と
復
元
案
・
そ
の
他
の

　
　

欠
損
部
分
の
補
筆
方
法
）

　

②
地
色
に
つ
い
て
（
金
泥
の
問
題
―
部
分
、
素
材
、
分
析
）

　

③
そ
の
他
の
顔
料
分
析
の
検
討

　

④
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
（
改
善
版
の
現
状
）

　

⑤
そ
の
他
の
課
題
（
貼
り
札
の
検
討
な
ど
）

研
究
発
表

　

佐
多 

芳
彦
「
服
装
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎
作
業
と
諸
問
題
│
洛
中
洛
外 

　
　

図
屏
風
を
素
材
と
し
て
│
」

来
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
協
議（
復
元
作
業
、研
究
発
表
、企
画
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

第
４
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
六
月
一
〇
日
（
木
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室

作
業
の
報
告
と
検
討

復
元
複
製
に
向
け
て

　

①
欠
損
部
分
の
補
筆　

方
法
と
現
状
の
検
討

　

②
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成　

改
善
版
の
現
状

　

③
そ
の
他
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研
究
発
表

古
川
元
也
「
描
か
れ
た
洛
中
寺
院
―
法
華
寺
院
を
中
心
に
―
」

澤
田
和
人
「
サ
ン
ト
リ
ー
本
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
―

　

洛
中
洛
外
図
屏
風
を
手
掛
か
り
に
し
て
│
」

協
議今

後
の
計
画
に
つ
い
て

　

復
元
作
業
、
研
究
発
表
、
企
画
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
な
ど

第
５
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年 

九
月
一
六
日
（
木
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室
他

復
元
作
業
の
報
告
と
検
討

・
欠
損
部
分
の
補
筆
と
疵
等
の
修
復　

方
法
と
現
状
の
検
討

　
（
左
隻
作
業
の
現
況
確
認
）

展
示
に
向
け
て

・
要
項
案
の
検
討

・
展
示
内
容
の
検
討

　
　

出
品
資
料
と
テ
ー
マ

研
究
発
表

松
尾 

恒
一 「
中
世
京
都
の
風
流
│
踊
り
と
祭
礼
│
」

協
議・

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　

復
元
作
業
、
研
究
発
表
、
現
地
見
学
、
な
ど

第
６
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
一
月
一
九
日
（
水
）
〜
二
〇
日
（
木
）　

 

　
　
　

同
志
社
大
学
寒
梅
館
会
議
室

一
月
一
九
日
（
水
）

見
学
と
討
議

同
志
社
大
学
構
内
遺
構
（
旧
相
国
寺
境
内
）
の
発
掘
調
査
、
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で

の
「
花
の
御
所
跡
」「
近
衛
邸
跡
（
同
志
社
大
学
新
町
校
舎
）」
の
調
査
に
つ
い
て

（
鋤
柄
俊
夫
氏
案
内
・
報
告
）

復
元
作
業
進
捗
状
況
報
告
。

一
月
二
〇
日
（
木
）

上
京
巡
見　
「
柳
の
御
所
」
跡
付
近
巡
見
。
法
華
寺
院
（
妙
顕
寺
・
本
法
寺
・
妙

覚
寺
・
妙
蓮
寺
）
に
つ
い
て
は
、
古
川
元
也
氏
現
地
解
説
。　

第
７
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
四
月
二
〇
日
（
水
）　

 

　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室 

他

【
復
元
作
業
の
報
告
と
検
討
】

・
欠
損
部
分 

修
復
・
補
筆
作
業
の
現
況
確
認

・
彩
色
復
元
の
検
討

【
研
究
発
表
】

末
柄 

豊　
「
大
永
四
・
五
年
に
お
け
る
三
条
御
所
の
上
京
移
転
に
つ
い
て
」

井
原 

今
朝
男　
「
室
町
期
に
お
け
る
公
家
の
参
上
作
法
と
邸
宅
の
位
置
」

第
８
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
九
月
一
七
日
（
土
）
〜
九
月
一
八
日
（
日
）

 

　
　
　

同
志
社
大
学
ハ
リ
ス
理
化
学
館 

他

九
月
一
七
日
（
土
）

【
復
元
作
業
の
報
告
と
検
討
】

・
欠
損
部
分 

修
復
・
補
筆
作
業
の
現
況
確
認

・
彩
色
復
元
の
検
討

【
研
究
発
表
】

近
藤 
好
和
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
）

「
歴
博
甲
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
に
み
え
る
禁
裏
正
月
行
事
」

大
塚 

活
美
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
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「
歴
博
Ｆ
本
洛
中
洛
外
図
類
型
に
つ
い
て
」

小
島 

道
裕　
「
新
出
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
北
海
道
伊
達
市
開
拓
記
念
館
蔵
）
に

つ
い
て
」

鋤
柄 

俊
夫　
「
今
出
川
復
興
の
記
録
│
西
園
寺
・
足
利
・
近
衛
・
後
藤
そ
し
て
島
津
│
」

【
現
地
調
査
】

上
京
の
関
連
故
地
付
近
を
巡
見

「
花
の
御
所
」
跡
、
近
衛
邸
跡
、
光
照
院
、
妙
顕
寺
（「
柳
の
御
所
」
跡
）、
宝
鏡

寺
（
南
の
御
所
）

九
月
一
八
日
（
日
）

【
現
地
調
査
】

下
京
〜
上
京
の
関
連
故
地
を
巡
見
。
京
都
府
立
文
化
博
物
館
展
示
を
見
学
。

平
等
寺
（
因
幡
堂
）、
大
政
所
跡
、
悪
王
寺
社
跡
、
六
角
堂
、
曇
華
院
跡
、
御
所

八
幡
、
二
条
邸
跡

第
９
回
研
究
会　

二
〇
一
二
年
三
月
二
六
日
（
月
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

第
二
研
修
室 
他

【
報
告
・
協
議
】

復
元
・
展
示
等
の
事
業
報
告
、
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
協
議

【
展
示
場
に
お
け
る
検
討
】

企
画
展
示
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
風
俗
画
」
展
の
現
場
に
お
け
る
資
料
と
解
説
お

よ
び
活
用
方
法
の
検
討
、
内
覧
会
参
加

研
究
組
織

岩
崎　

均
史　

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館　

岩
永
て
る
み　

愛
知
県
立
芸
術
大
学
美
術
学
部

神
庭　

信
幸　

東
京
国
立
博
物
館
保
存
修
復
課　
　
　

佐
多　

芳
彦　

立
正
大
学
文
学
部

末
柄　
　

豊　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所　
　
　
　
　
　

鋤
柄　

俊
夫　

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部

古
川　

元
也　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　
　
　
　
　

安
達　

文
夫　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

井
原
今
朝
男　

本
館
・
研
究
部
・
教
授　
　
　
　
　
　

大
久
保
純
一　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

小
島　

道
裕　

本
館
・
研
究
部
・
教
授
（
研
究
代
表
）　　
　
　
　
　

小
瀬
戸
恵
美　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授

澤
田　

和
人　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授　
　
　
　
　

高
橋　

一
樹　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授

玉
井　

哲
雄　

本
館
・
研
究
部
・
教
授　
　
　
　
　
　

松
尾　

恒
一　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

宮
田　

公
佳　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授

３
．
研
究
の
成
果
と
課
題

今
回
の
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
の
内
容
に
も

触
れ
な
が
ら
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　（１
） 

復
元
研
究

当
初
目
的
と
し
た
、「
歴
博
甲
本
」
の
制
作
当
初
を
想
定
し
た
復
元
複
製
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
い
っ
た
ん
完
成
さ
せ
て
、
実
際
に
屏
風
の
形
に
表
具
し
、
企
画
展
示

で
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

作
業
と
し
て
は
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
原
本
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
得 

と
、
そ
の
修
正
に
よ
る
現
状
複
製
の
作
成
、
そ
し
て
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
画
像

の
復
元
と
色
彩
の
復
元
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
検
討
を
重
ね
る
過

程
で
、
多
く
の
知
見
や
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
復
元
に
際
し
て
は
、
原
本
の
詳
細
な
観
察
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
内
在
的
な
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情
報
を
読
み
取
る
こ
と
と
、
他
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
や
関
連
す
る
絵
画
資
料
か
ら
、

比
較
が
可
能
な
対
象
を
探
し
て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
で
、
か
な
り
蓋
然
性
の
高
い
復

元
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
よ
り
完
全
と
は
言
え
な
い
一
つ
の
案
に
過
ぎ
な

い
が
、
制
作
当
初
を
想
定
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
基
準
と
な
る
案
と
し
て
、
意
義
の

あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
復
元
複
製
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
は
本
稿
の
末

に
ま
と
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
復
元
に
関
し
て
特
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
、
岩
永

て
る
み
、
阪
野
智
啓
両
氏
の
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
２
） 

描
か
れ
た
画
像
お
よ
び
社
会
的
背
景
の
研
究

描
か
れ
た
画
像
に
つ
い
て
は
、
欠
損
部
分
以
外
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
参
考
画
像

を
検
討
し
、
ま
た
現
地
の
景
観
や
、
発
掘
デ
ー
タ
に
よ
る
知
見
、
お
よ
び
文
献
史
料

や
他
の
絵
画
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
多
く
の
事
物
の
実
態
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
の
報
告
を
得
る
こ
と
で
、
理
解
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
さ
ら
に
新
た
な
課
題
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
研
究
に
お
い
て
も
、
相
互
比
較
や
時
系
列
的
な
系
譜

関
係
を
念
頭
に
置
い
た
検
討
を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
描
か
れ
た
事
物
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
制
作
と
需
要
の
問
題
に
も
踏
み
込
ん
で
考
察
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

諸
般
の
事
情
で
本
書
に
は
収
録
で
き
て
い
な
い
成
果
も
多
い
が
、
例
え
ば
、
歴
博

甲
本
に
描
か
れ
た
幕
府
（
将
軍
御
所
）
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
末
柄
豊
氏
の
報
告
に

よ
っ
て
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
管
領
細
川
高
国
が
将
軍
足
利
義
晴
の
た
め
に

造
っ
た
御
所
を
、
正
し
い
位
置
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
〔
末
柄　

二
〇
一
一
〕、
屏
風
の
制
作
年
代
や
発
注
者
の
問
題
が
大
き
く
前
進
し
た
。
内
裏
に

描
か
れ
た
正
月
儀
礼
に
つ
い
て
も
、
近
藤
好
和
氏
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
の
意
味

が
解
明
さ
れ
〔
近
藤　

二
〇
一
二
・
二
〇
一
三
〕、
幕
府
と
朝
廷
・
公
家
の
関
係
に
関
し

て
は
、
井
原
今
朝
男
氏
に
よ
っ
て
、
訪
問
の
作
法
な
ど
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
描
か
れ
た
事
物
と
実
態
の
関
係
が
掘
り
下
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
細
か
な
生
活
や
風
俗
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
歴
博
甲
本
」
に
描
か
れ
た

人
物
に
つ
い
て
、
性
別
、
年
齢
、
身
分
・
職
業
、
服
装
、
持
ち
物
な
ど
の
情
報
を
記

述
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
言
語

化
し
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
成
果
で
あ 

り
、
今
後
の
同
種
の
作
業
に
ひ
と
つ
の
標
準
的
な
例
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
ま

た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
物
数
自
体
も
、
一
四
二
六
人
と
こ
れ
ま
で
の
説
よ
り
大
幅

に
増
加
し
た
。
情
報
化
に
あ
た
っ
て
は
、
描
か
れ
た
事
物
を
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
す

る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
薮
海
氏
が
本
書
で
実
際
の

作
業
に
当
た
っ
た
立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
。
企
画
展
示
で
も
、
乙
本
と
の
比
較
な
ど

で
具
体
的
な
指
摘
を
行
い
、
澤
田
二
〇
一
一
な
ど
、
服
飾
史
に
つ
い
て
の
研
究
も
進

ん
だ
。
ま
た
、
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
は
、
松
尾
恒
一
氏
に
よ
っ
て
、
野
外
で
の
酒

宴
の
場
面
に
、
神
を
も
て
な
す
饗
宴
の
イ
メ
ー
ジ
が
読
み
取
ら
れ
、
舞
か
ら
風
流
踊

り
と
い
う
輪
踊
り
へ
の
展
開
に
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
変
化
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
〔
松
尾　

二
〇
一
二
〕。

重
要
な
情
報
の
一
つ
で
あ
る
貼
札
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
の
研
究
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
、

国
文
学
研
究
資
料
館
の
海
野
圭
介
・
中
村
健
太
郎
両
氏
に
検
討
を
依
頼
し
た
。
結
果
は

本
書
に
掲
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
書
流
の
観
点
か
ら
は
、
江
戸
時
代
初
期
と
す
る
の
が

妥
当
な
よ
う
だ
が
、
一
方
で
、
細
川
家
の
被
官
な
ど
、
同
時
代
の
当
事
者
で
な
い
と
意

味
が
な
さ
そ
う
な
対
象
に
も
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
様
」「
殿
」
な
ど
の
敬
称
の
用

い
方
が
『
大
館
常
興
日
記
』
に
一
致
す
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
〔
水
藤　

一
九
八
九
〕、

貼
り
直
し
の
可
能
性
な
ど
、
ど
う
考
え
る
か
は
、
な
お
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。

社
会
的
な
背
景
と
の
関
わ
り
で
は
、
ま
ず
屏
風
の
制
作
事
情
を
め
ぐ
っ
て
近
年
議

論
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
た
小
島
が
、
論
点
に
つ

い
て
ま
と
め
た
。
本
研
究
に
よ
る
成
果
も
あ
り
、
結
論
的
に
は
、
大
筋
で
は
定
説
化

の
方
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
都
市
の
実
態
と
の
関
連
で
は
、
鋤
柄
俊
夫
氏
が
、
発
掘

調
査
の
事
例
と
合
わ
せ
た
考
察
に
よ
っ
て
、
上
杉
本
の
描
写
と
の
比
較
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
画
中
に
多
く
描
か
れ
、
歴
博
甲
本
の
後
で
「
天
文
法
華
の
乱
」
が
起 
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こ
っ
た
法
華
寺
院
と
教
団
の
問
題
に
つ
い
て
、
古
川
元
也
氏
が
述
べ
て
い
る
。

洛
中
洛
外
図
屏
風
自
体
の
問
題
と
し
て
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
存
在
の
意
味
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
岩
崎
均
史
氏
が
歴
博
Ｅ
本
と
地
誌
出
版
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
研
究
〔
岩
崎　

二
〇
一
一
な
ど
〕
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
類
本
が
あ
る
歴

博
Ｆ
本
に
つ
い
て
、
大
塚
活
美
氏
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。
大
塚
氏
の
論
考
で
は
、

斜
線
の
方
向
「
勝
手
」
に
よ
る
分
類
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
省
か
れ
て
い
る
が
、
同

一
工
房
と
考
え
ら
れ
る
作
品
と
し
て
は
、
企
画
展
示
で
も
紹
介
し
た
「
亘
理
伊
達 

本
」
な
ど
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
受
容

を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

【
文
献
】

井
原
今
朝
男 

二
〇
一
一
「
公
家
が
室
町
殿
を
訪
問
す
る
作
法
」『
歴
博
』
No.
一
六
四

岩
崎 

均
史　

 

二
〇
一
一
「「
歴
博
Ｅ
本
」
と
『
京
童
』
│
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
地
誌

出
版
と
の
関
係
│
」『
歴
博
』
No.
一
六
四

近
藤 

好
和　

 

二
〇
一
二
「
歴
博
甲
本
に
描
か
れ
た
内
裏
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

国
文
学
研
究
資
料
館
『
都
市
を
描
く
―
京
都
と
江
戸
―
』（
展
示
図
録
）

　

同 　
　
　

 

二
〇
一
三
「『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
歴
博
甲
本
に
み
え
る
内
裏
と
そ
の

行
事
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
八
集

澤
田 

和
人　

 

二
〇
一
一
「
男
性
の
小
袖
丈
│
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
あ
ら
わ
れ
た
風

俗
│
」『
歴
博
』
No.
一
六
四

水
藤 　

真　

 

一
九
八
九
「『
洛
中
洛
外
図
』
の
成
立
と
描
写
の
意
図
」『
日
本
歴
史
』

四
九
七
号
、

　

同　
　
　

 

一
九
九
四
『
絵
画
・
木
札
・
石
造
物
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館 

末
柄 　

豊　

 

二
〇
一
一 

「
大
永
五
年
に
完
成
し
た
将
軍
御
所
の
所
在
地
│
洛
中
洛

外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
研
究
の
た
め
に
│
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属 

画

像
資
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
五
四
号

松
尾 

恒
一　

 

二
〇
一
二
「
舞
踏
に
見
る
中
世
の
黄
昏
、
近
世
の
曙
光
│
洛
中
洛
外

図
屏
風
歴
博
甲
本
に
描
か
れ
る
舞
と
踊
り
│
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
国
文 

学
研
究
資
料
館
『
都
市
を
描
く
―
京
都
と
江
戸
―
』（
展
示
図
録
）

（
３
） 

活
用
に
つ
い
て
の
研
究
と
実
践

展
示
に
よ
る
研
究
成
果
お
よ
び
関
連
資
料
の
公
開
と
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
元
に

し
た
活
用
方
法
の
研
究
は
当
初
か
ら
課
題
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
実
践
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

企
画
展
示
は
、「
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示 

都
市
を
描
く
│
京
都
と
江
戸
│
」

の
第
Ⅰ
部
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
風
俗
画
」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
三
月
二
七
日 

（
火
）
〜
五
月
六
日
（
日
）
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
し
、
完
成

し
た
復
元
複
製
を
展
示
し
た
ほ
か
、
こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
の

試
み
も
行
な
っ
た
。

画
像
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
る
超
拡
大
自
在
閲

覧
装
置
の
デ
ー
タ
を
更
新
し
、
さ
ら
に
、
画
面
を
二
分
割
し
て
、
復
元
複
製
と
現
状

複
製
の
比
較
、
お
よ
び
「
歴
博
甲
本
」
と
「
歴
博
乙
本
」
の
同
じ
場
面
を
比
較
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
単
純
な
拡
大
と
そ
の
解
説
か
ら
、
さ
ら
に

高
い
機
能
を
持
つ
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

安
達
文
夫
「
超
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
資
料
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
閲
覧
特
性
」
が
実

施
の
結
果
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

先
述
の
「
歴
博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
利
用
者
に
よ

る
使
用
も
考
慮
し
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
工
夫
し
、
企
画
展
示
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
利
用
を
行
っ
た
。
宮
田
公
佳
「
画
像
・
文
字
情
報
融
合
手
段
と
し
て

の
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
」
が
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
他
、
企
画
展
示
に
お
い
て
は
、
内
容
の
読
み
解
き
パ
ネ
ル
、
地
形
図
と
の
比

較
、
他
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
も
交
え
た
複
数
の
絵
画
か
ら
、
個
別
画
像
の
比
較
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
試
み
を
行
な
っ
た
。
今
後
の

博
物
館
に
お
け
る
実
践
や
、「
歴
博
甲
本
」
に
限
ら
な
い
、
他
の
絵
画
資
料
の
分
析

に
基
づ
く
活
用
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
総
合
化
と
い
っ
た
課
題
に
も
、
道
を
開
く
こ
と
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が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

４
．「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
」
復
元
複
製
制
作
の
経
緯

本
共
同
研
究
の
中
心
的
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
歴
博
甲
本
の
復
元
複
製
制
作

に
つ
い
て
は
、
個
別
論
考
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
経
緯
と
実
施
し

た
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

 （
１
）
方
法
の
選
択

資
料
の
複
製
制
作
に
は
、
現
状
通
り
に
制
作
す
る
「
現
状
複
製
」
と
、
経
年
変
化

な
ど
を
除
い
て
制
作
当
初
の
状
態
を
想
定
し
て
制
作
す
る
「
復
元
複
製
」
の
二
つ
の

方
法
が
あ
る
。

そ
し
て
、「
復
元
複
製
」
の
制
作
に
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
、
材

料
や
製
作
技
法
自
体
を
当
時
と
同
じ
も
の
で
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
材
料
や
技
法
の
同
一
性
は
敢
え
て
求
め
ず
に
、「
見
た
目
」
で
の
同
一
性
を
極

力
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
立
体
的
な
資
料
を
型
取
り
と
樹
脂
に
よ
っ
て
作
っ
た

り
、
手
描
き
の
絵
画
を
撮
影
と
印
刷
の
技
術
で
作
っ
た
り
す
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。

今
回
の
復
元
複
製
制
作
は
、
技
法
や
材
質
の
解
明
が
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
画
像
と
し
て
、
制
作
当
初
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
た
め
、「
見
た
目
」
の
み
の
復
元
と
割
り
切
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
、
近

年
著
し
く
発
達
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
制
作

は
、
撮
影
画
像
に
基
づ
く
た
め
、
手
描
き
よ
り
も
画
像
の
同
一
性
が
は
る
か
に
高 

く
、
ま
た
、
手
描
き
が
一
度
し
か
制
作
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
は
後
か
ら

の
加
工
が
用
意
で
、
試
行
錯
誤
や
修
正
を
簡
単
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
適
合

的
で
あ
り
、
こ
の
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
手
順
と
経
緯

手
順
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
現
状
に
つ
い
て
の
、
十
分
な
情
報
量
を
持
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
。

②
色
校
正
に
よ
っ
て
、
現
状
を
正
確
に
再
現
で
き
る
デ
ー
タ
と
、
見
た
目
で
現
状
に

ほ
ぼ
等
し
い
現
状
複
製
の
屏
風
を
制
作
す
る
。

③
現
状
複
製
デ
ー
タ
を
元
に
、
制
作
当
初
を
想
定
し
て
、
欠
失
や
後
補
の
部
分
を
補

い
、
復
元
複
製
画
像
の
デ
ー
タ
を
制
作
す
る
。

④
彩
色
に
つ
い
て
、
部
分
ご
と
に
退
色
を
補
正
し
た
色
彩
に
調
整
し
、
制
作
当
初
に

近
い
復
元
屏
風
を
制
作
す
る
。

以
下
、
順
を
追
っ
て
、
実
際
に
行
な
っ
た
具
体
的
な
作
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
得

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
複
製
制
作
の
た
め
に
は
、
当
然
ま
ず
精
細
な
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
が
必
要
に
な
る
。
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
方
法
と
し
て
は
、
い
っ
た
ん
フ
ィ

ル
ム
で
撮
影
し
た
も
の
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
込
ん
で
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
直
接
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
か
、
の
二

つ
の
方
法
が
あ
る
。

「
歴
博
甲
本
」
の
撮
影
フ
ィ
ル
ム
は
、
４
×
５
サ
イ
ズ
の
ポ
ジ
を
１
扇
あ
た
り
４

枚
の
分
割
で
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
研
究
会
発
足
当
時
、
そ
れ
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て

つ
な
い
だ
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
も
す
で
に
作
成
さ
れ
て
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
る
超
拡

大
装
置
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
。
こ
れ
を
用
い
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
ル
ム

の
ス
キ
ャ
ン
と
い
う
限
界
が
あ
り
、
拡
大
し
て
い
く
と
フ
ィ
ル
ム
の
粒
子
が
見
え
る

こ
と
、
接
続
に
よ
る
ズ
レ
や
歪
み
が
あ
る
こ
と
、
画
面
で
は
な
く
印
刷
し
た
際
に
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
る
か
が
不
明
な
こ
と
、
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
り
、
ま
た
、
ス

キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
に
後
述
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
複
製
製
作
用
に
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
た
。

複
製
用
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
、
高
画
素
の
デ
ジ
タ
ル
バ
ッ
グ
を
用
い
た
カ

（
1
）
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メ
ラ
に
よ
る
撮
影
も
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
作
成
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

屏
風
全
体
を
撮
影
で
き
る
大
型
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
二
ｍ
幅
の
資
料
を
扱
う
こ
と

が
で
き
る
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
社
製
「
ス
キ
ャ
メ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ⅱ
」
だ
け
と
思
わ

れ
、
こ
れ
を
搬
入
し
て
、
館
内
で
作
業
を
行
な
っ
た
。
利
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、
下
記
の
点
で
あ
る
。

・
屏
風
全
体
を
継
ぎ
目
な
く
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
六
〇
〇dpi
の
高
画
素
で
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
で
き
る
。
印
刷
に
通
常
用
い
ら
れ
る
の

は
三
五
〇dpi

程
度
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
十
分
な
性
能
と
言
え
る
。

・
光
源
自
体
が
撮
像
素
子
と
共
に
移
動
す
る
た
め
、
照
明
に
ム
ラ
が
な
く
、
均
質
性

の
高
い
画
像
を
作
成
で
き
る
。

・
光
源
と
撮
像
素
子
に
角
度
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
表
面
の
凹
凸
や
、
反

射
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

欠
点
と
し
て
最
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
資
料
の
上
を
撮
影
装
置
部
分
が
移
動
す
る

た
め
、
危
険
性
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
東

京
国
立
博
物
館
な
ど
で
実
績
が
あ
り
、
基
本
的
な
安
全
性
は
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
さ
ら
に
事
前
に
ニ
ュ
ー
リ
ー
社
側
と
協
議
を
重
ね
、
資
料
の
上
に
は
、
ワ

イ
ヤ
ー
な
ど
の
可
動
部
分
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方

法
と
手
順
を
見
直
し
て
、
汚
損
の
可
能
性
を
極
力
な
く
す
こ
と
、
と
い
っ
た
改
善
を

図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
結
果
的
に
は
、
事
故
や
不
具
合
は
全
く
生
じ
て
い
な
い
。

ま
た
、
資
料
の
近
く
を
光
源
が
通
過
す
る
こ
と
は
、
保
存
上
好
ま
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
こ
の
点
で
数
年
前
に
は
他
の
複
製
制
作
で
利
用
を
見
送
っ
た
経
緯
も
あ
る 

が
、
今
回
の
光
源
は
通
常
の
蛍
光
灯
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
短
時
間
で
移
動
し

て
い
く
た
め
、
資
料
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
な
い
と
判
断
し
た
。

実
際
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
二
二
〜
二
四
日
に
歴
博
第
一

調
査
室
で
行
な
い
、
歴
博
甲
本
の
他
、
Ｅ
本
・
Ｆ
本
・
京
都
一
覧
図
画
な
ど
、
他
の

資
料
に
つ
い
て
も
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
こ
れ
以
後
の
活
用
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
現
状
複
製
の
制
作

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
は
、
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト
し
て
も
原

本
と
同
じ
色
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
後
の
調
整
を
前
提
と
し
た
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
低
い
画
像
で
あ
り
、
試
し
刷
り
を
行
な
っ
て
原
本
と
比
較
し
校
正
す

る
、
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
初
め
て
原
本
に
近
い
画
像
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
は
、
全
体
に
つ
い
て
は
三
回
、
最
後
の
色
調
整
に
部
分
的
に
一
回
の
、
計

四
回
、
色
校
正
の
作
業
を
行
な
っ
た
。　

そ
の
際
、
色
は
光
源
の
違
い
に
よ
っ
て
見
え
方
が
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
こ
の
点

も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
制
作
で
用
い
た
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
（
エ
プ
ソ
ン
社
製
）
が
使
用
し
て
い
る
「
Ｋ
３
イ
ン
ク
」
は
光
源
依
存
性
を
低

減
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
見
る
部
屋
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
あ
り
、
実

際
に
主
に
用
い
る
展
示
室
の
ケ
ー
ス
内
に
お
い
て
、
展
示
中
の
原
本
と
比
較
す
る
色

校
正
を
行
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
復
元
の
元
と
な
る
現
状
の
デ
ー
タ
を
制
作
し
た
。
結
果
的
に
、

現
在
最
も
正
確
な
現
状
複
製
の
プ
リ
ン
ト
が
で
き
た
た
め
、
こ
れ
も
簡
易
な
屏
風
に

仕
立
て
て
、
そ
の
後
常
設
展
示
で
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
デ
ー
タ
は
印
刷
用

の
も
の
で
あ
り
、
画
面
で
見
る
と
ま
た
別
の
色
合
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
結
局
画
面

で
の
閲
覧
用
デ
ー
タ
は
、
別
途
調
整
し
て
制
作
し
た
。
傾
向
と
し
て
は
、
当
初
は
赤

や
黒
が
勝
っ
た
色
に
な
り
が
ち
で
、
原
本
に
近
づ
け
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、
結

局
、
や
や
明
る
め
の
、
し
か
し
画
像
と
し
て
は
見
や
す
い
デ
ー
タ
に
割
り
切
る
こ
と

で
、
画
像
の
研
究
や
紹
介
と
い
う
目
的
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
制
作
し
た
。「
歴
博

甲
本
」
の
よ
う
な
、
古
色
を
強
く
帯
び
た
茶
系
の
絵
画
は
、
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

技
術
は
や
や
苦
手
ら
し
い
と
思
わ
れ
た
。

③
復
元
複
製
画
像
デ
ー
タ
の
制
作
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「
歴
博
甲
本
」
の
復
元
を
行
な
う
際
の
課
題
と
し
て
は
、
欠
失
や
後
世
の
補
筆
部

分
が
あ
る
こ
と
と
、
退
色
が
進
ん
で
い
る
こ
と
の
二
点
が
あ
る
。

ま
ず
前
者
の
問
題
、
す
な
わ
ち
図
像
（
形
）
の
復
元
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
最
も

大
き
な
欠
失
・
後
補
の
部
分
は
、
右
隻
第
二
扇
中
下
付
近
で
あ
り
、
こ
こ
は
、
縦

三
五
セ
ン
チ
、
横
四
五
セ
ン
チ
程
度
に
紙
が
大
き
く
破
ら
れ
、
そ
の
上
に
江
戸
後
期

頃
と
思
わ
れ
る
稚
拙
な
補
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
疵
や
欠
失
は
多 

く
、
右
隻
第
二
扇
の
他
に
も
、
紙
自
体
が
失
わ
れ
て
い
る
部
分
や
、
紙
の
縁
が
傷
ん

だ
部
分
、
意
図
的
に
消
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
画
像
自
体
が
欠
失
し
て
し
ま
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
似
た
部
分
を
探

し
て
、
コ
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ペ
ー
ス
ト
で
は
め
込
む
か
、
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、
新

た
に
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
合
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
右
隻
第
二
扇
中
下
の
大
き
な
欠
失
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
絵
は
明
ら

か
に
後
世
の
稚
拙
な
創
作
で
あ
り
、
元
の
絵
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
参
考
に

は
な
ら
な
い
。
現
在
残
っ
て
い
る
部
分
を
参
考
に
、
新
た
に
絵
を
描
く
し
か
な
い
わ

け
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岩
永
て
る
み
氏
が
、
東
京
芸
術
大
学
博
士
論
文
と
し

て
考
証
の
上
で
描
い
た
作
品
が
あ
り
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
と
し
、
保
管
さ

れ
て
い
る
同
大
学
で
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
状
に
合
わ
せ
て
、

つ
ま
り
、
欠
失
部
分
が
現
存
し
て
い
る
と
想
定
し
て
、
古
色
を
帯
び
た
状
態
に
作
っ

た
も
の
で
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
現
状
複
製
デ
ー
タ
に
挿
入
し
て
、
そ
の
後
、
他
の

部
分
と
同
じ
よ
う
に
、
図
像
と
彩
色
の
復
元
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
岩
永
氏
自
身
に
よ
る
論
述
に
譲
る
が
、
岩
永
氏
の
作

品
は
、
基
本
は
、「
歴
博
甲
本
」
に
描
か
れ
た
も
の
の
分
析
に
よ
る
、
建
物
と
人
物

の
平
均
的
な
像
で
あ
り
、
祇
園
会
の
山
鉾
に
つ
い
て
は
、
上
杉
本
な
ど
の
他
の
絵
画

と
の
比
較
か
ら
、
船
鉾
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
岩
永
氏
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
図
像
復
元
の
妥
当
性
を
検

討
し
直
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
建
物
や
人
物
に
つ
い
て
は
蓋
然
性
が
あ
っ
て
基
本

的
に
妥
当
で
あ
り
、
歴
史
的
に
こ
の
部
分
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
は
考
慮

す
べ
き
だ
が
、
他
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
も
顕
著
な
構
造
物
は
描
か
れ
て
い
な
い
た

め
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
町
屋
の
み
を
描
い
た
こ
と
を
肯
定
で
き
る
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
月
次
祭
礼
を
描
く
絵
と
し
て
の
性
格
を
鑑
み
る
と
、「
五
月
」
相
当
の
扇
で

あ
る
右
隻
第
二
扇
に
五
月
の
年
中
行
事
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
や
や
不
自
然
で
あ 

り
、
市
街
地
の
行
事
と
し
て
、
印
地
打
ち
を
入
れ
て
は
ど
う
か
と
考
え
、
モ
デ
ル
と

し
て
は
、
歴
博
甲
本
に
内
容
が
近
い
「
東
博
模
本
」
を
参
照
し
て
、
子
供
の
着
物
の

柄
や
色
を
歴
博
甲
本
に
合
わ
せ
て
、
今
回
協
力
を
お
願
い
し
た
日
本
画
家
の
阪
野
智

啓
氏
に
新
た
に
描
い
て
い
た
だ
き
、
周
囲
も
調
整
し
て
、
岩
永
氏
の
作
品
に
デ
ー
タ

化
し
て
挿
入
し
た
。

他
の
欠
失
部
分
に
つ
い
て
も
、
阪
野
智
啓
氏
に
作
画
を
お
願
い
し
た
。
詳
し
く
は

阪
野
氏
自
身
の
論
述
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
子
細
に
見
る
と
、
想
像
以
上
に
欠
失
部

分
や
後
世
の
補
筆
が
多
く
、
か
な
り
の
部
分
を
描
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

作
画
に
当
た
っ
て
は
、
甲
本
の
似
た
図
像
や
、
他
の
作
品
の
同
じ
よ
う
な
人
物
等
を

探
し
、
甲
本
と
違
和
感
の
な
い
よ
う
に
描
い
て
、
そ
れ
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
取
り

込
む
、
と
い
う
手
順
で
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
描
き
補
筆
以
外
の
、
似
た
部
分
を
デ
ー
タ
上
の
コ
ピ
ー
・
ア
ン

ド
・
ペ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
作
っ
た
例
を
若
干
挙
げ
る
と
、
三
十
三
間
堂
に
つ
い
て 

は
、
腰
板
の
部
分
が
白
く
塗
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
拡
大
し
て
見
る
と
線
が
稚
拙

で
、
ま
た
下
に
朱
色
が
見
え
て
い
る
。「
東
博
模
本
」
や
「
上
杉
本
」
で
も
、
こ
の

部
分
は
朱
色
で
あ
る
た
め
、
本
来
は
朱
色
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
。
右
隻
第
一
扇
上

の
三
十
三
間
堂
は
、
表
側
か
ら
見
る
と
障
子
が
あ
り
白
く
見
え
る
た
め
、
こ
れ
と
混

同
な
い
し
意
識
的
に
改
変
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
音
羽

の
滝
」
の
上
部
に
あ
る
朱
色
の
柵
を
コ
ピ
ー
し
、
こ
の
場
所
に
合
わ
せ
て
加
工
し
て

貼
り
付
け
た
。
ま
た
、
左
隻
第
四
扇
上
の
嵯
峨
釈
迦
堂
は
、
多
宝
塔
の
扉
の
部
分
が

ほ
ぼ
完
全
に
欠
失
し
て
い
た
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
残
っ
て
い
る
右
隻
第
二
扇
上

「
八
坂
の
塔
」
の
扉
を
コ
ピ
ー
し
て
貼
り
付
け
た
。
な
お
、
こ
の
過
程
で
、
近
く
に

あ
る
「
子
安
の
塔
」
の
方
は
、
扉
の
部
分
に
稚
拙
な
後
補
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

（
2
）

（
3
）
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こ
れ
も
同
様
に
し
て
直
し
て
い
る
。

な
お
、
デ
ー
タ
上
で
の
復
元
作
業
は
、
画
素
数
的
に
は
、
四
〇
〇dpi

で
行
な
っ

た
。
原
本
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
た
デ
ー
タ
の
六
〇
〇dpi

か
ら
は
落
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
原
本
は
拡
大
し
て
も
意
味
が
あ
る
の
に
対
し
、
復
元
複
製
は
、
実
物
大
で

の
見
た
目
以
外
に
は
意
味
が
な
く
、
そ
れ
以
上
の
精
度
は
必
要
な
い
た 

め
、
画
像
編
集
作
業
の
容
易
さ
を
考
慮
し
て
、
印
刷
に
十
分
な
画
質
を
得
ら
れ
る
程

度
ま
で
下
げ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
印
刷
結
果
で
は
、
十
分
な
も
の
が
得
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
で
も
や
や
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

④
彩
色
の
復
元

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
、
色
彩
は
現
状
の
ま
ま
で
図
像
を
復
元
し
た
デ
ー
タ
は
、

言
う
な
れ
ば
、
欠
失
が
な
い
状
態
で
の
経
年
変
化
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際

に
は
過
去
に
も
現
在
に
も
存
在
し
な
い
絵
で
あ
る
。
復
元
複
製
は
、
基
本
的
に
は
制

作
当
初
の
時
点
を
想
定
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
次
に
、
彩
色
に
つ
い
て
も
、
経

年
変
化
の
な
い
状
態
に
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
絵
の
具
を
想
定
し
、
そ
の
描
か
れ
た
当
初

の
状
態
を
再
現
す
る
わ
け
だ
が
、
絵
の
具
の
想
定
に
は
、
観
察
お
よ
び
実
際
の
制
作

に
お
け
る
経
験
か
ら
想
定
す
る
こ
と
と
、
科
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い

る
原
料
を
想
定
す
る
方
法
が
あ
る
。
後
者
の
科
学
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
拡
大
撮

影
に
よ
っ
て
表
面
の
状
態
を
見
る
こ
と
や
、
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
写
り
方
を
調
べ

る
こ
と
は
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
調
査
は
、
結
果
と
し
て
は
行
な
う
に
至
ら
な

か
っ
た
。
必
ず
し
も
積
極
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
適
当
な
機
会
を

作
り
得
な
か
っ
た
た
め
だ
が
、
今
回
の
復
元
は
、
素
材
や
技
法
の
再
現
を
行
な
う
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
図
像
の
復
元
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
た
め
、
絵
の
具
の
組
成

等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
須
の
課
題
で
は
な
く
、
ま
た
、
元
素
な
ど
の
分
析
に

よ
っ
て
原
料
の
同
定
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
制
作
当
初
に
実
際
に
ど
の
よ
う

な
色
で
あ
っ
た
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
経
験
的
に
考
え
る
し
か
な
い
。

使
わ
れ
て
い
る
絵
の
具
は
、
あ
え
て
科
学
的
調
査
を
行
な
わ
な
く
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
選
択
肢
は
な
い
た
め
、
ほ
ぼ
経
験
的
に
推
定
が
可
能
で
、
今
回
の
復
元
に
は
、
特

に
支
障
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
具
体
的
に
は
、
緑
青
、
朱
、
群
青
な
ど
の
絵
の
具

が
、
制
作
当
初
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
色
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
、
ま
た
、
他
の
絵

画
で
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
し
て
、
主
と
し
て
日
本
画
の
制
作
や
障
屏
画
の
復
元
実
績
を
持
つ
岩

永
・
阪
野
両
氏
の
判
断
に
よ
っ
て
原
案
を
作
り
、
研
究
会
で
検
討
す
る
形
で
進
め
た
。

絵
の
具
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
方
法
と
し
て
は
比
較
的
単
純
な
形
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
地
色
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
は
金
泥
が
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
剥
落
な
い
し
変
色
し
て
お
り
、
ま
た
再
現
も
金
は
用
い
ず
に
、
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
表
現
の
み
に
し
た
た
め
、
調
整
に
は
か
な
り
苦
労

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
現
状
で
金
泥
が
確
認
で
き
る
部
分
や
、

他
の
絵
画
を
参
考
に
、
金
泥
の
部
分
と
紙
の
地
色
の
部
分
を
決
め
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
も
考
え
て
、
描
か
れ
た
事
物
が
う
ま
く
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
協
議
の
上
で
決
定
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
詳

し
く
は
、
阪
野
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
以
上
の
画
像
編
集
作
業
は
、
デ
ー
タ
を
扱
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験
や
技

量
に
よ
る
部
分
も
大
き
い
。
今
回
の
復
元
で
は
、
南
禅
寺
障
屏
画
の
復
元
な
ど
の
実

績
を
持
つ
、
ピ
ー
ジ
ー
ラ
ボ
社
の
丘
本
孝
志
氏
に
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
使
用
し

た
機
材
は
い
ず
れ
も
市
販
の
も
の
で
、
使
用
し
た
ソ
フ
ト
は
、
ア
ド
ビ 

フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プCS2

（M
ac

）、
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
エ
プ
ソ
ンM

A
X
A
RT
 K
3 PX

-9500

で
あ
る
。
用
紙
に
つ
い
て
は
、
純
粋
に
デ
ー
タ
に
よ
る
再
現
を
行
な
う
た
め
に
、
用

紙
自
体
の
色
合
い
や
風
合
い
に
依
存
す
る
こ
と
は
避
け
、
最
も
忠
実
な
印
刷
が
可
能
、

と
い
う
観
点
か
ら
、
テ
ス
ト
印
刷
も
行
な
っ
た
結
果
、
プ
リ
ン
タ
ー
専
用
紙
で
あ
る

エ
プ
ソ
ン
社
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ッ
ト
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
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註（
1
）　

複
製
（
レ
プ
リ
カ
）
の
技
法
と
意
味
に
つ
い
て
は
、小
島
「
博
物
館
と
レ
プ
リ
カ
資
料
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
〇
集
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
た
だ
し
、
当
時
は
ま
だ

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
く
印
刷
技
法
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
復
元
複
製
が
想
定
す
る
時
点
は
、
基
本
的
に
資
料
の
制
作
当
初
で
あ
る
。

ど
の
時
点
で
資
料
の
ど
の
要
素
（
形
、
色
な
ど
）
が
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
を
想
定
す
る

の
は
困
難
な
た
め
で
、
中
途
半
端
な
復
元
は
、
実
際
は
存
在
し
な
い
も
の
を
作
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
全
く
欠
失
も
退
色
も
な
い
状
態
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
考
え
方
と
し
て
は
妥
当
性

が
あ
る
。

（
2
）　

補
筆
の
絵
の
下
に
元
の
絵
が
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
、
赤
外
線
撮
影
を
行
な
っ
た
が
、
は

か
ば
か
し
い
反
応
は
な
く
、
や
は
り
紙
ご
と
破
ら
れ
て
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
部
分

で
も
、
赤
外
線
撮
影
は
効
果
的
で
な
か
っ
た
。　

   

（
3
）　

屏
風
の
下
部
に
あ
る
顔
を
引
っ
掻
い
た
も
の
が
多
く
、低
年
齢
の
子
供
の
仕
業
と
思
わ
れ
る
。

子
供
が
手
を
出
せ
る
よ
う
な
場
所
で
か
な
り
の
期
間
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

  

な
お
、
各
扇
の
縁
の
部
分
は
、
傷
み
や
表
具
の
し
直
し
に
よ
っ
て
、
当
初
あ
っ
た
は
ず
の
部

分
が
か
な
り
滅
失
し
て
い
る
が
、
今
回
は
、
基
本
的
に
は
現
状
で
残
っ
て
い
る
部
分
以
上
の
復

元
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
今
回
の
複
製
は
制
作
当
初
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、

そ
れ
を
補
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
新
た
な
絵
を
作
る
作
業
に
な
る
た
め
、
別
の
課
題
と
判
断
し
た
。

 （
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
、
共
同
研
究
研
究
代
表
者
）
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